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左股関節はOA変化を認めた。 （図 1 ）
手術内容
　 左 股 関 節 は THA を 施 行 し、 右 股 関 節 は
左側の手術で摘出した骨頭を移植骨として
ModuRec®（図 2 ）を用いて revisionTHAを施
図 1  術前
図 2  ModuRec®（Zimmer社）











































　症例 1 と同様の手術を施行した。（図 7 ）
図 3  術直後
図 4
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図 6  術前
図 7  術直後
図 8  
手術所見
　臼蓋の骨欠損はPaprosky分類を用いて判定す
ると type 3 A（図 8 ）であった。
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